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角野 達也
（太白区）

内藤 隆司
（大崎市区）

遠藤いく子
（青葉区）

•総務企画委員会
•地域活力
　調査特別委員会

三浦 一敏
（石巻・牡鹿区）
•建設企業委員会
　副委員長
•総合観光戦略
　調査特別委員会

天下みゆき
（塩釜市区）

•保健福祉委員会
　副委員長
•いじめ・不登校等
　調査特別委員会

福島かずえ
（若林区）

•経済商工観光委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

中嶋　廉
（泉　区）

•環境生活農林水産委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

•建設企業委員会
•地域防災
　調査特別委員会

•文教警察委員会
•地域活力
　調査特別委員会

大内 真理
（宮城野区）

•保健福祉委員会
•地域防災
　調査特別委員会

所 属 す る 常 任 委 員 会 ・ 特 別 委 員 会

２
月
定
例
県
議
会（
第
３
５
９
回
）を
終
え
て

　

２
月
17
日
に
開
会
し
た
２
月
定

例
議
会
が
、
３
月
16
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

　

本
議
会
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走

政
治
と
国
民
と
の
間
の
矛
盾
が
深

化
す
る
も
と
、
ま
た
震
災
か
ら
６

年
目
を
迎
え
る
中
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

党
県
議
団
は
、
暴
走
政
治
ス

ト
ッ
プ
、「
富
県
戦
略
」
と
「
創

造
的
復
興
」
で
被
災
者
・
県
民
を

置
き
去
り
に
す
る
村
井
県
政
の
諸

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
積
極
的
に

論
戦
し
ま
し
た
。

１
、
議
案
の
賛
否
に
つ
い
て

　

今
議
会
に
は
、
１
３
８
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
予
算
議
案
や
蒲
生
干
潟
に
か

か
る
七
北
田
川
の
河
川
堤
防
、
雄

勝
の
防
潮
堤
２
件
な
ど
全
部
で
29

議
案
に
反
対
を
し
ま
し
た
。

２
、
意
見
書
・

　
　
　
　
請
願
等
に
つ
い
て

（
１
）
意
見
書
に
つ
い
て

　

①
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
の
更
新
制
の
導
入
等
を
求
め
る

意
見
書
②
無
料
公
衆
無
線
L
A
N

（
W
i
︱
F
i
）
環
境
の
整
備
促

進
を
求
め
る
意
見
書
③
今
後
の
通

商
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
④
政

治
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
⑤
性
犯
罪
等
被
害
者
を
支

援
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
を
求
め
る
意
見
書

⑥
高
齢
者
も
若
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
⑦
復
旧
・
復
興
事
業
の
総
仕
上

げ
の
た
め
の
人
材
確
保
を
求
め
る

意
と
見
書
の
、
７
本
の
意
見
書
が

本
会
議
に
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
③
と
⑦
を
提
案
し
ま
し
た
。

（
２
）
請
願
に
つ
い
て

　
「
被
災
者
に
医
療
・
介
護
の
負

担
免
除
継
続
を
求
め
る
請
願
」
が

本
会
議
に
か
か
り
、
わ
が
党
県
議

団
と
み
や
ぎ
県
民
の
声
が
賛
成
討

論
を
し
ま
し
た
。こ
の
請
願
に
は
、

わ
が
党
議
員
団
と
み
や
ぎ
県
民
の

声
、
社
民
党
県
議
団
、
無
所
属
の

会
の
22
名
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、

自
民
・
公
明
な
ど
の
反
対
多
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
そ
の
他

　

閉
会
日
に
「
北
朝
鮮
に
よ
る
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決

議
案
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。

　
格
差
拡
大
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
大
都
市
と
地
方
の
格
差
の
解

消
は
宮
城
県
の
地
域
経
済
に
と
っ
て
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
農
林
水
産
業
と
そ
の
関
連
産
業
の

衰
退
が
地
域
経
済
の
疲
弊
の
要
因
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
一
般
質
問
で
は
、
産
業
連
関

表
を
も
と
に
、
宮
城
県
に
と
っ
て
「
強

み
」で
あ
る
べ
き
１
次
産
業
が
、「
強
み
」

と
し
て
の
効
果
を
充
分
に
発
揮
で
き
て

い
な
い
問
題
を
指
摘
し
、
１
次
産
業
を

中
心
と
し
た
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
展
開

に
よ
る
県
経
済
の
発
展
方
向
を
提
案
し

ま
し
た
。
そ
の
具
体
的
な
参
考
例
と
し

て
高
知
県
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
農
林
水
産
部
長
か
ら
は
「
農
林
水
産

分
野
に
お
い
て
は
、
よ
り
一
層
、
分
野

横
断
的
な
取
り
組
み
や
連
携
の
強
化
が

図
ら
れ
る
よ
う
、
高
知
県
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
」
と
い
う
答
弁
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
今
回
の
質
問
を
契
機
に
「
地

域
経
済
再
生
」
と
い
う
大
き
な
課
題
で

進
展
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
具
体
的
な
提
案
も
お
こ
な
い
、
と

り
く
み
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
宮
城
県
の
経
済
政
策
は
、
典
型
的
な

大
企
業
依
存
型
、大
企
業
「
呼
び
込
み
」

型
で
す
。
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
力

は
地
域
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
ま

す
。
地
域
に
あ
る
産
業
や
企
業
な
ど
今

あ
る
地
域
の
力
を
支
援
し
、伸
ば
す「
内

発
」
型
に
転
換
す
る
こ
と
が
め
ざ
す
と

こ
ろ
で
す
。

　
実
は
、
今
回
の
質
問
に
あ
た
り
産
業

連
関
表
を
も
と
に
、
公
共
事
業
と
医
療

や
介
護
な
ど
の
福
祉
分
野
の
経
済
波
及

効
果
と
雇
用
効
果
の
比
較
を
担
当
課
に

試
算
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
経
済
波
及
効
果
で
は
、

公
共
事
業
が
若
干
上
回
る
も
の
の
、
福

祉
分
野
も
遜
色
な
い
効
果
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
雇
用
効
果

で
は
、
福
祉
分
野
の
方
が
圧
倒
的
に
効

果
が
大
き
い
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

視
点
か
ら
も
、
医
療
や
福
祉
へ
の
投
資

が
有
効
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
福
祉
分

野
の
充
実
も
地
域
経
済
振
興
に
役
立
つ

と
い
う
こ
と
を
取
り
上
げ
る
予
定
で
し

た
が
、
時
間
の
関
係
で
で
き
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
し
た
。

　
 

地
域
経
済
再
生
へ
向
け
て

内
藤　
隆
司  

県
議
会
議
員


